






別表第１（第３条、第４条、第５条関係）

細事業
別表第２の１及び
２以外の取組

別表第２の
１の取組

別表第２の２の
取組

新植

改植（全面改植）

改植（既存樹の間植え） １／２

高接ぎ一挙更新、かん水
施設、排水施設、園内道
の整備

※（４） １／４
※（６）

果樹棚の整備、防除用機
械の導入

３／４

新植・改植・高接ぎ一挙更新を行った者

新植

改植（全面改植の場合）

改植（既存樹の間植えの
場合）

１／３

高接ぎ一挙更新、かん水
施設、排水施設、園内道
の整備

※（４） １／６
※（５）

果樹棚、ぶどう用ハウスの
整備、防除用機械の導入

２／３

防風施設、パイプ棚、防蛾
灯、網かけ施設、ハウス
（ぶどう用を除く）の整備

柿・ぶどう等の振興品種※（２）を新植・改植・高接ぎ一挙更
新により導入した者

気象災害に強
い施設整備事
業

防災・減災対策 防風ネットの更新 農業協同組合
生産組織
農業公社
鳥取県農業農村担い手育成機構
認定農業者（※７）
認定農業者に準ずる者（※７）
産地計画において担い手と定められた者（※７）

農業協同組合
生産組織
農業公社
認定農業者（※７）
認定農業者に準ずる者（※７）
産地計画において担い手と定められた者（※７）

内容

抜根、整地、土壌改良、土壌消毒及び苗木代等に係る経費

4
補助率等

１／２
（ただし、廃園対策とし
て実施する場合は２／
３）

高接ぎ一挙更新の穂木作成費及び資材代等に係る経費
かん水施設、排水施設、園内道、防風施設、防霜対策設備の整
備に係る経費

2

事業実施主体

3

補助対象経費
※（１）

1
対象事業

「輝太郎」特別
対策事業

果樹棚の整備、防除用機械の導入に係る経費

１／２
（ただし、廃園対策によ
る果樹棚の整備は２／
３）
防霜対策設備の上限
１，５００千円／10ａ

生産基盤整備対策

新植・改植・高接ぎ一挙更新を行った面積へ、別表第３に定
める奨励金の額を乗じて得た額

農業協同組合
生産組織（農業者２戸以上を構成員とする団体で、代表者
の定め、組織及び運営について規約等がある組織をいう。
以下同じ。）
農業公社
鳥取県農業農村担い手育成機構
認定農業者（※７）
認定農業者に準ずる者（鳥取県農業経営基盤強化促進基
本方針で定める準経営体をいう。以下同じ。）（※７）
産地計画において担い手と定められた者（果樹産地構造改
革計画について（平成１７年３月２５日付け１６生産第８１１２
号農林水産省生産局長通知）第２に基づき、産地協議会が
定めた産地計画の担い手をいう。以下同じ。）（※７）
リース事業者

１／２
※（３）

２／３
※（３）

３／４
※（３）

　※（１）補助事業対象経費のうち、工事請負費及び委託費にあっては、県内事業者が施工及び実施したものに限り補助対象とする。ただし、止むを得ない事情で県内事業者への発注が困難と市が認めた場合については、この限りでない。
　※（２）振興品種は、果樹産地構造改革計画について（平成１７年３月２５日付け１６生産第８１１２号農林水産省生産局長通知）第２に基づき、産地協議会が産地計画に定めた生産を振興する品目・品種及び市と地方事務所の長が地域特産として振興すべきと認めた品目・品種とす
る。
　※（３）要綱第５条の１の（１）に該当する補助金については、別表第２の１の国事業により交付される額（新植、全面改植については定額）を差し引いた額とする。但し、計算は生産者ごとに行うものとし、各生産者に対する補助金額を国事業により交付される額が上回る場合は、その生
産者に補助金は交付しないものとする。
　※（４）２分の１から国事業の補助率を差し引いた補助率以内とする。
　※（５）３分の２から国事業の補助率を差し引いた補助率以内とする。
　※（６）４分の３から国事業の補助率を差し引いた補助率以内とする。
　※（７）認定農業者、認定農業者に準する者、産地計画において担い手と定められた者については、本課担い手支援係の管理リスト又は鳥取いなば農業協同組合による産地計画の担い手リストに掲載されている者とする。

育成促進対策

柿ぶどう等生産
拡大事業

生産基盤整備対策 農業協同組合
生産組織
農業公社
鳥取県農業農村担い手育成機構
認定農業者（※７）
認定農業者に準ずる者（※７）
産地計画において担い手と定められた者（※７）
リース事業者

１／２ ２／３
※（３）

１／３
（ただし、新植、全面改
植（ぶどうにあっては２
年後には品種転換が
見込まれる間植え改植
を含む）による果樹棚
及びぶどう用ハウスの
整備は１/２）
防霜対策設備の上限
１，５００千円／10ａ

スピードスプレーヤ、モア及び鳥取県梨生産振興事業及び柿ぶど
う等生産振興事業実施要領（平成２６年４月１日付け第
201300206521号鳥取県農林水産部長通知。以下「実施要領」とい
う。）に定める機械の導入に係る経費
機械導入に伴って必要となる園内道の整備に係る経費

育成促進対策

抜根、整地、土壌改良、土壌消毒及び苗木代等に係る経費

高接ぎ一挙更新の穂木作成費及び資材代等に係る経費
かん水施設、排水施設、園内道、網かけ施設（柿、ぶどう用を除
く）、防風施設、防霜施設設備の整備に係る経費

果樹棚、ぶどう用ハウス（トンネルハウスも含む）の整備、防除用機
械の導入に係る経費

パイプ棚、防蛾灯、ハウス（ぶどう用を除く）の整備に係る経費

新植・改植・高接ぎ一挙更新を行った面積へ、別表第３に定
める奨励金の額を乗じて得た額

低コスト・体制強化事業 １／３

防風ネットの更新に係る経費 １／３
（上限９０千円／１０ａ）



別表第２

別表第３

改植（既存樹の間植えの場合）
か　き 24,000
ぶどう 47,000
も　も 24,00047,000

奨励金の額（円/10a）

47,000

48,000
47,000

新植・改植（全面改植の場合）
48,000
94,000

1　国事業の取組

2　やらいや果樹園整備の取組

高接ぎ一挙更新
品　目

　（一社）鳥取県果実生産出荷安定基金協会の所管する国事業（果樹経営支援対策事業等）により新植、改植（全面改植の場合）、高接ぎ一挙更新、排水施設、かん水施設、園内道、網か
け施設（柿、ぶどう用を除く）、防風施設及び防霜ファンの整備を行うもの。

　果樹栽培が継続出来なくなった場合には新たな生産者へ継承する果樹園として園主が所属する生産組織が登録し（以下登録園を「やらいや果樹園」という。）、果樹園の流動化や担い手
確保に関する取組みを行うもの。
　なお、新植、改植（全面改植の場合）、高接ぎ一挙更新、かん水施設、排水施設及び園内道の整備にあっては、国事業を併用して事業実施する場合に限り対象とする。果樹棚の整備及び
防除用機械の導入にあっては、改植（既存樹の間植えの場合）及び高接ぎ順次更新による品種転換途中の園を除いて対象とする。ただし、ぶどう用ハウスの整備にあっては、２年後に品種
転換が見込まれる間植え改植の園も対象とすることとする。

取　　　　　　　組　　　　　　　内　　　　　　容


